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■問
▼
文
化
振
興
課

（
緯〈

〉４
４
７
７
）

７７

東
端
八
剱
神
社
本
殿
・
覆
殿
と
根
崎
八

幡
神
社
本
殿
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定

１
月
９
日
付
け
で
、
新
た
に
市

指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

市
指
定
文
化
財
は

件
と
な
り
、

２０４

国
指
定
５
件
、
県
指
定

件
と
合

１３

わ
せ
て
指
定
文
化
財
は
全
部
で
２２２

件
と
な
り
ま
し
た
。

■
東
端
八
剱
神
社
本
殿
・

は
っ
け
ん

覆お
お
い

殿で
ん

東
端
八
剱
神
社
は
、
平
安
時
代

末
期
の
安
元
元（
１
１
７
５
）年
ま

あ
ん
げ
ん

た
は
治じ

承
４（
１
１
８
０
）年
の
創

し
ょ
う

立
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
本
殿

は
、
江
戸
時
代
の
元
禄
（
１
７

げ
ん
ろ
く

１４

０
１
）年
に
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
、

希
少
な
二
間
社

に
け
ん
し
ゃ

流
造

な
が
れ
づ
く
り

杮こ
け
ら

葺
と
な
っ

ぶ
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
殿
を
取
り
囲
む
よ
う

に
建
て
ら
れ
た
覆
殿
は
、
寛
政

か
ん
せ
い

１０

（
１
７
９
８
）年
の
建
立
と
推
定
さ

れ
、
装
飾
的
な
造
り
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
併
せ
て
指
定
と
な
り
ま
し

た
。

■
根
崎
八
幡
神
社
本
殿

根
崎
八
幡
神
社
の
起
源
は
、
根

崎
村
が
東
端
村
か
ら
分
離
独
立
す

る
前
の
寛
永
（
１
６
３
８
）年
に

か
ん
え
い

１５

さ
か
の
ぼ
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
本
殿
は
一
間
社
流
造
杮
葺
で
、

い
っ
け
ん

杮こ
け
ら

板
へ
の
墨
書
か
ら
寛
保
４（
１

い
た

か
ん
ぽ
う

７
４
４
）年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

屋
根
を
葺
い
た
の
は
西
尾
の
倉

ふ

橋
嘉
右
衛
門
と
い
う
人
物
で
、
ほ

か

え

も
ん

ぼ
同
時
期
に
東
端
八
剱
神
社
本
殿

の
屋
根
も
葺
き
替
え
て
い
ま
す
。

東東端八剱神社本東端八剱神社本殿殿

根根崎八幡神社本根崎八幡神社本殿殿

■
一
般
不
妊
治
療
等
助
成
制
度

●
対
象
期
間

昨
年
３
月
～
本
年

２
月
の
診
療
分

●
対
象
診
療

不
妊
検
査
、
治
療

の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
、

一
般
不
妊
治
療
、
人
工
授
精

※
継
続
す
る
２
年
間
が
助
成
対
象
。

●
対
象
者

夫
ま
た
は
妻
の
ど
ち

ら
か
が
市
内
在
住
で
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
お
り
、
医
師
に
一
般

不
妊
治
療
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
法
律
上
の
夫
婦

●
助
成
額

１
夫
婦
１
年
度
に
つ

き
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１（
上

限
５
万
円
）

●
申
し
込
み

３
月

日
捷
ま
で

２３

の
捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分
ま
た
は
３
月

日
掌
午

１５

１５

前
９
時
～
正
午
に
、
申
請
書
類
・

領
収
書
原
本
・
健
康
保
険
証（
夫

婦
分
）・印
鑑（
夫
婦
分
）な
ど
を
持

っ
て
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
請
書
類
は
、
同
セ
ン
タ
ー
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
市
内

関
係
医
療
機
関
で
配
布
。

■
妊
娠
し
た
ら
早
期
に
母
子
健
康

手
帳
を
受
け
取
り
、
妊
婦
健
診
を

定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
医
療
機

関
で
妊
娠
届
出
書
を
も
ら
い
、
早

め
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健

康
手
帳
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

手
帳
と
一
緒
に
、
妊
婦
健
診
の

受
診
票
な
ど
も
渡
し
ま
す
。
定
期

的
に
妊
婦
健
診
を
受
け
、
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
、
妊
婦
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
県
外
や
助
産
院
で
受
診
す
る
場

合

医
療
機
関
で
健
診
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

還
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
転
入
し
た
場
合

転
入
前
の
市

区
町
村
で
交
付
さ
れ
た
受
診
票
は
、

本
市
で
は
使
用
不
可
。
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
本
市
の
受
診
票
と
交
換

し
て
く
だ
さ
い

●
転
出
し
た
場
合

本
市
の
受
診

票
は
使
用
不
可
。
転
出
先
の
市
区

町
村
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
時
に
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
グ
な
ど

に
付
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
に

妊
婦
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
も

の
で
す
。

周
り
の
人
は
、
こ
の
マ
ー
ク
を

見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ
る

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
出
生
体
重
が
２
５
０
０
ｇ
未
満

の
と
き
は
連
絡
を

母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際
に
渡

し
た「
低
体
重
児
届
出
書
」を
記
入

の
上
、
速
や
か
に
市
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

看
護
師
・
保
健
師
が
自
宅
を
訪

問
し
、
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
情
報
誌
も
渡
し
ま
す
。

●
対
象

生
後
４
カ
月
未
満
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
全
て
の
家
庭

●
そ
の
他

子
育
て
の
不
安
は
、

身
近
な
経
験
者
や
市
保
健
セ
ン
タ

ー
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

ママタニティマーマタニティマークク

市
の
妊
産
婦
サ
ー
ビ
ス
、
不
妊
治
療
助
成
制
度
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広
げ
よ
う
！
狭
い
道
～
狭
あ
い
道
路

拡
幅
整
備
事
業
に
ご
協
力
を
～

古
く
か
ら
の
市
街
地
や
集
落
内

に
は
、
道
幅（
幅
員
）４
ｍ
に
満
た

な
い
狭
い
道
が
存
在
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
狭
い
道
を
広
げ
る

た
め
、
左
図
の
よ
う
な
狭
あ
い
道

路
拡
幅
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
安
全
で
良
好
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
建
物
の
新

築
・
増
改
築
な
ど
の
際
は
、
狭
あ

い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

後退用地は個人所有の
まま、ご自身で道路と同
程度に整備、維持管理し
ていただきます。後退杭
を設置するとともに、塀
や植栽などがある場合は、
除去・移設をしていただ
きます。

後退用地を市に寄付していただき、その
後は市が管理します。塀や植栽などがある
場合は、除去・移設をしていただきます。

申請地の測量・分筆、寄付のための所有
権移転手続き、後退用地の舗装などの整備
は市が実施します。

対象は道幅４ｍ未満の道
路、いわゆる“２項道路”
（建築基準法第42条第２項
に規定する道路）などです。
この道路の中心線から２

ｍ後退した位置を後退線と
します。

寄付する場合

寄付のメリット

自己管理する場合

「安城市狭あい道路拡幅整備事業」による整備イメージ

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
３
７
）

７１
問
▼
建
築
課

（
緯〈

〉２
２
４
１
）

７１

明
治
・
大
正
時
代
の
仏
教
学

者
・
教
育
者
と
し
て
有
名
な
佐

々
木
月
樵
は
、
上じ

ょ
う

宮
寺（
本
證

ぐ
う
じ

寺
、
勝し

ょ
う

鬘
寺
と
と
も
に
三
河
三

ま
ん
じ

か
寺
の
ひ
と
つ
）の
僧
で
す
。

明
治
８（
１
８
７
５
）年
４
月
１３

日
、
古
井
町
の
願
力
寺
に
生
ま

が
ん
り
き
じ

れ
ま
し
た
。
小
学
校
卒
業
後
、

岡
崎
の
三
河
育
英
教
校（
宗
派

の
養
成
学
校
）へ
進
み
、
明
治

年
か
ら
は
京
都
の
中
学
へ
移

２６り
ま
し
た
。
こ
こ
で
師
で
あ
る

清
沢
満
之（
哲
学
者
、
後
に
碧

き
よ
ざ
わ
ま
ん
し

南
・
西
方
寺
の
僧
）に
出
会
い

さ
い
ほ
う
じ

ま
し
た
。
す
で
に
学
僧
と
し
て

頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
月
樵

は
、
明
治

年
に
は
上
宮
寺
に

３１

婿
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
す
。

翌
年
か
ら
著
作
が
次
々
に
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。
後
年
ま
と
め

ら
れ
た
全
集
を
み
る
と
、
専
門

的
な
仏
教
の
論
文
の
ほ
か
に
、

『
親
鸞
聖
人
伝
』の
よ
う
な
一
般

向
け
の
名
著
も
あ
り
、
学
問
の

幅
の
広
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

明
治

年
、
東
京
に
移
っ
た

３３

清
沢
満
之
の
も
と
に
有
志
が
集

ま
り「
浩
々
洞
」と
い
う
私
塾
が

こ
う
こ
う
ど
う

開
か
れ
ま
す
。
月
樵
は
そ
の
中

心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
学
友

で
あ
る
暁あ

け

烏が
ら
す

敏
や
多
田

は
や

た

だ

鼎
と
と

か
な
え

も
に
、
浩
々
洞
の
活
動
を
支
え
、

３
人
は
浩
々
洞
の
三
羽
烏
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
浩
々
洞
か
ら
は

他
に
も
、
仏
教
の
近
代
化
に
力

を
尽
く
す
逸
材
が
多
数
輩
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
月
樵
は
、

真
宗
大
学（
後
の

大
谷
大
学
）の
教

授
に
就
任
し
ま
す
。

仏
教
の
研
究
を
深

め
な
が
ら
、
世
界

に
向
け
て
仏
教
を

紹
介
す
る
こ
と
に

も
関
心
を
寄
せ
、

一
方
で
後
進
を
育

て
る
し
く
み
の
確

立
に
も
情
熱
を
注

ぎ
ま
し
た
。
大
正

（
１
９
２
１
）年

１０に
は
文
部
省
の
要

請
で
欧
米
へ「
教
育
宗
教
事
情

視
察
」に
出
か
け
ま
す
。
特
に

イ
ギ
リ
ス
の
寄
宿
舎
制
度
に
は

大
き
な
関
心
を
寄
せ
ま
し
た
。

大
正

年
に
大
学
令
に
よ
る
私

１２

立
大
学
と
し
て
大
谷
大
学
が
再

出
発
す
る
と
、
翌
年
に
は
月
樵

が
学
長
に
就
任
、
帝
国
大
学
と

は
違
っ
た
独
特
の
方
針
を
打
ち

出
し
、
宗
派
の
内
外
か
ら
大
き

な
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
就
任
後
の
大
正
１５

年
３
月

日
、
入
院
し
て
い
た

１１

安
城
駅
前
の
病
院
で
月
樵
は
亡

く
な
り
ま
す
。

歳
、
ま
だ
ま

５０

だ
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
中
で
の

急
逝
で
し
た
。

願願力願力寺寺（（生家生家））にある月樵のにある月樵の碑碑


